
ステラ幼児教室・支援プログラム 

作成日：2024年 9月 1日 

 

(事業所における基本情報) 

法人理念 

成長を共にし、豊かな社会をつくる 

支援方針 

障害児が生活能力を向上のために必要な訓練を行い、及び社会との交流を図ることができるよう、当

該障害児の身体及び精神の状況並びにその置かれている環境に応じて、適切かつ効果的な指導及び

訓練を行う 

営業時間 【平日】11:00-17:20 【土曜】10:00-16:00 

送迎実施の有無 無 

 

(支援内容) 

本人支援 

※5領域：①健康・生活、②運動・感覚、③認知・行動、④言語・コミュニケーション、⑤人間関係・社会性 

 5領域との関係 

 絵カードで復唱・呼称をする 

 絵カードを使って模倣促進する 

 絵カードで文字の導入をする 

 絵カードでフロアタイム実施 

 紙（折紙・画用紙など）で形を作る 

 紙（折紙・画用紙など）の感覚を楽しむ 

 紙（折紙・画用紙など）を使って模倣促進する 

 紙（折紙・画用紙など）で指導員と協力して製作する 

 クレヨンや色鉛筆を使って描画 

 ハサミや糊など道具使用 

 絵本の楽しみ方を知る 

 絵本をリズム良く見る（動作・テンポ） 

 絵本を使って模倣促進する 

 絵本で興味を広げる 

 絵本で興味の対象を知る 

 絵本で文字を見つけて遊ぶ 

 絵本の内容を理解する 
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 絵本の内容の説明をする 

 バランスストーンに乗りバランスを取る 

 トランポリンを使って体の動きを知る 

 ボールで目と手の協応を促進する 

 バランスボールを使って体の傾きを知る 

 粗大運動を通して人との関わりを知る 

 粗大運動を通して模倣促進する 

 百玉で数の数唱を促す 

 百玉や積み木で数量の理解を促す 

 レゴやピン差しで模倣を促す 

 レゴやピン差しで手指の巧緻性を促す 

 レゴやピン差しで達成感を得る経験をする 

 プリント（迷路・グリッド）の実施 

 プリント（塗り絵）の実施 

 プリント（文字）の実施 

 プリント（なぞり書き・点つなぎ）の実施 

 ドロップタップの導入 

 ドロップタップを使って意思表示する 

 ドロップタップを使って文字の導入をする 

 ビジョンアイストレッチ運動 

 ストレッチクッションを使用して感覚統合を促進する 

 バランスボードを使用して感覚統合をする 

 フェザーキャッチで眼球運動を促進する 

 TalkActiveで会話力を養う 

 TalkActiveでイメージ力を養う 

 TalkActiveで考えを言語化する 
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家族支援 

 家族の悩み、不安に対して相談支援する 

 アタッチメント形成に必要な知識や子育て対応の仕方を提案し、継続的に支援する 

 子どものコミュケーション力や判断する力について支援の観察場面で説明し、その様子を共有す

る 

 きょうだい児に対する悩みへの傾聴や助言を行う 

 保護者自身の精神面や体調への気配りや気遣いを行う（保護者自身の心の健康を保つ） 

 必要に応じて、相談できる地域資源（クリニック、相談支援事業所、療育センターなど）の提案、紹

介する 

  



移行支援 

 通園先（保育園、幼稚園、療育センターなど）への訪問し、情報の共有をする 

 地域資源に対して、共有できる情報や支援内容のすり合わせを行う 

 就学前に、スムーズな移行を目指す為、サポートリレーシートの確認や申し送り書の作成する 

 必要に応じて、相談できる地域資源（クリニック、相談支援事業所、療育センターなど）の提案、紹

介する 

 必要に応じて、連携先との会議に参加したり、開催したりする 

 

地域支援・地域連携 

 関係機関で支援を分担したり、各機関で得られた情報を共有したりする 

 必要に応じて、定期的に連携会議を行う 

 

職員の質の向上に資する取組 

月例研修の実施、発達協会などが主催する研修や関連学会への参加の奨励 

 

主な行事 

夏のイベント、保護者イベント、ペアトレ（親子で絵本遊び） 

 


